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第17図 22号墳張り出し部断面図 (1/100)
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第18図  22号墳出土遺物

-32-



第 Ⅶ 章  結 語 に れまでの調査のまとめと今後の課題)

これまで、生目古墳群内における本格的な発掘調査は平成 5～ 7年の周辺遺跡確認調査 と平

成10年から今 日まで行っている史跡整備に伴う確認調査があり、跡江丘陵上の歴史が、解明さ

れつつある。この他、平成 8年度に宮崎大学考古学研究室によって作成された 6基の前方後円

墳 (3、 5、 7、 14、 21、 22、 23号墳)と その周辺の円墳 (4、 8、 15号墳)の詳細な墳丘測

量図は古墳群の現況を把握する上で、重要な資料となったのは過言ではない。

周辺遺跡の確認調査は平成 4年度に宮崎市制70周年記念事業の一つとして史跡生目古墳群保

存環境整備事業が行われることとなり、古墳の範囲確認、周辺域の遺構確認のために、主に墳

丘周囲や墳丘周辺の平坦地に調査区を設定した。その結果を基に基本構想、基本計画に着手し

た。

この調査では、平成 5年に古墳群北側の 2～ 5号墳周辺に調査区を設定している。 2号墳周

辺では旧 3～ 5号墳の位置を確認 し、旧 3号墳の周溝内で地下式横穴墓 (現 1号)を確認して

お り、初めて生目古墳群での地下式横穴墓の存在が明らかになった。 3号墳周辺では西側周溝

の外側の平地で時期不明の土坑墓を確認している。

平成 6年度の調査には古墳群中央部の 7～ 15号墳周辺に調査区を設定している。 7号墳西側

に設定した調査区では 4基の地下式横穴墓 (現 3～ 6号)が直線的に並ぶ状況で確認されてい

る。この他、地下式横穴墓は 9号墳の周囲で、 9号墳側に玄室を向ける 2基 (現 7・ 8号 )、

15号墳の南東部50mの位置で 1基 (現 9号)が確認されている。また、円形周溝墓が 9号墳の

南側で 1基、土坑墓が13号墳東側、南側でそれぞれ 1基ずつ、15号墳の南東部50mの位置で 1

基確認されている。

平成 7年度の調査では古墳群の南側の17～ 19号墳周辺、22号墳周辺、丘陵南側に広がる畑地

に調査区を設定している。19号墳では周溝を確認した外、西側30mの位置で円形周溝墓と40m
の位置で土坑墓を確認している。22号墳では周溝内から壺形埴輪が出土している。丘陵南側の

畑地は旧39・ 40号墳が構築されていた位置であるが墳丘は削平されている。この畑地では弥生

時代の集落が確認され、現状で集落からは 1段低 くなる細長い畑地に設定した調査区では断面

V字形を呈する弥生時代中期の環濠が確認されている。集落部分では竪穴住居、土坑墓が確認

されたが、ゴボウ収穫のための機械 (ト レンチャー)に よって著しく破壊されてお り、それ以

降も、遺構の破壊が懸念された。そのため、平成 9、 10年の 2カ 年でこの畑地部分の緊急調査

(石 ノ迫第 2遺跡)を行った。その調査では竪穴住居35軒、竪穴状遺構20基、土坑33基、周溝

状遺構 6基、土坑墓43基、溝状遺構 4条、指定39、 40号墳を含む円墳周溝が 5基、地下式横穴

墓 5基が検出された。竪穴住居を中心とする集落は中期中葉～後期後葉に営まれ、後期後葉に

集落の繁栄が見られる。土坑墓群は遺構 との切 り合い関係から集落廃絶後から概ね 4世紀中頃

まで営まれたと考えられ、円墳群とそれに伴う地下式横穴墓 (現 10～ 14号)は 5世紀中葉以降

の築造が考えられる。

平成 9年度までに纏め上げられた基本計画書により、史跡公園としての整備範囲が決定 し、

それを基に同年から3カ 年をかけて、エリア内の用地買収が行われ、合わせて平成10年度から

史跡整備に伴う確認調査に着手した。この確認調査では本格的に古墳の調査が行われ、これま

でに、 3号墳、 4号墳、 5号墳、 6号墳、 7号墳、 8号墳、10号墳、14号墳、15号墳、21号墳、

22号墳、旧14号墳、旧15号墳の墳丘及びその周囲に調査区を設定 した。 (調査の年次内容は

頁を参考されたい)

この調査では、各古墳の規格が明らかになったことだけでなく、各古墳の時期設定を行うこ

とができるようになった。 3号墳は22号墳の墳丘形態の再検討により、前方後円墳集成編年の

3～ 4期、その前後の時期に22号墳、それらに続いて14号墳 (4～ 5期 )、 5号墳 (5期 )、
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7・ 8号墳 (7期 )と それぞれ比定でき、従来、墳丘形態からなされていた研究により示され

た100m級の前期古墳の存在を調査結果からも検証することができた。

新 しい事実として生目古墳群を再認識させたのが、地下式横穴墓の検出である。周辺遺跡確

認調査や石ノ迫第 2遺跡の緊急調査においても13基の地下式横穴墓が確認され、石ノ迫第 2遺

跡で円墳に伴うことは判明していたが、今回の調査では、前方後円墳 とも密接に絡み合うこと

が判明した。これまで、地下式横穴墓が伴った前方後円墳は 3号墳 (2、 15号地下式横穴墓 )、

5号墳 (19号地下式横穴墓)、 7号墳 (3～ 6、 17、 18、 21、 24～ 26、 A～ C号地下式横穴墓)、

14号墳 (22号地下式横穴墓)、 21号墳 (20号地下式横穴墓 )、 22号墳 (23号地下式横穴墓)があ

る。特に 7号墳の調査では、13基の地下式横穴墓が寄生するという数の上での驚きだけでなく、

埋葬主体ともなりうる18号地下式横穴墓や、竪坑上に封上を設ける21、 24号地下式横穴墓など

新 しい事例も判明した。これら地下式横穴墓は現段階で上限を 5号墳に伴う19号地下式横穴墓

を 5世紀前半に、下限を 7号墳に伴う21、 24号地下式横穴墓の 6世紀前半に置 く。また、14号

墳 (集成 4～ 5期 )、 22号墳 (3～ 4期前半)においても地下式横穴墓が伴ってお り、その上

限が遡る可能性もある。

地下式横穴墓と比べ、今回の調査で検出例の少ないのが土坑墓である。周辺遺跡確認調査の

段階では少なからず検出例があったものの、今回の調査では 3号墳 5号墳間に設けられる周堤

上から1基検出されているのみである (宮崎市 2000)。 周辺遺跡確認調査報告のものも含め、

土坑墓内に供献する遺物に乏しく時期設定が難しい。古墳群中央部で確認された円形周溝墓 2

基の周辺には土坑墓が分布する傾向があり、石ノ迫第 2遺跡の土坑墓群も含めて考えたうえで、

それらと同世代の墓媛として現段階では位置付けておきたい。

生目古墳群ではこれまで高塚古墳を構築した範囲の外 となる平地でも多 くの地下遺構が検出

されているが、それらの地下遺構 もトレンテ状に設定した調査区から検出されており、周辺に

はさらにその分布が予想される。平成15、 16年度には広範囲の地下遺構を確認するため、 8号
墳西側の平地や 9号墳周辺で地中レーダー探査を行った。 8号墳南西側では、旧15号墳のもの

と思われる周溝や、 9号墳周辺の円墳ではそれに伴う周溝、これまで未確認だった滅失円墳の

周溝が確認されている。この他、22号墳や 8号墳では石ノ迫第 2遺跡の集落に併行する時期の

竪穴住居も発掘調査により検出されてお り、石ノ迫第 2遺跡の範囲に留まらず、丘陵全体に弥

生時代の集落が広がっていた可能性は十分考えられる。

ここで、整理しなければならないのが史跡指定範囲との関係である。生目古墳群は昭和18年

9月 8日 の国の史跡に指定され、それ以降、そのままの状態で今 日に至っている。今回史跡公

園の範囲として用地購入のなされた範囲の中も、先述 したとおり高塚古墳以外の平地で地下式

横穴墓を中心とする数多 くの地下遺構が保存されていることは明白であり、場所によっては高

塚古墳の中であっても、史跡指定地外の部分がある。この生目古墳群の整備事業は、宮崎市都

市整備部と共同で事業を進めてお り、平成16年度からは都市整備部主導により、古墳築造当時

の旧地形の回復を目的として、掘割状に削平される 7号墳墳丘周囲に巡っていた旧市道、農道

の埋め立て工事も行われている。現段階では都市整備部、工事業者とも協議、立会いを密に重

ね、地下遺構の重要性を理解 していただき工事を行っているが、そういった関係が以後も保た

れるとは限らない。やはり、ここで宮崎市教育委員会が最優先に行わなければならないのが、

現在、不備のある史跡指定地の見直しである。生目古墳群の歴史を語る上で欠かすことのでき

ない遺構に法的な制限の整備を行った上で、ひとつの開発 ともいえる史跡公園整備事業を進め

ていくことが本来の姿であり、また、それこそが恒久的に遺構を守ることのできる唯―の方法

であろう。
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(上空より)

18号地下式横穴墓周辺 (南より)



24号地下式横穴墓周辺 (上空より)

8号墳 (上空より)
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可

7号墳周溝北側 (西 より) 7号墳後円部南側 (南 より)

7号墳南側後円部上段葺石検出状況 (西より) 18号地下式横穴墓検出状況 (南西より)

18号地下式横穴墓周辺 (南西より) 18号地下式横穴墓周辺 (西 より)



.21号地下式横穴墓 24号地下式横穴墓封土

8号墳 (西 より) 8号墳遺物出土状況 (墳丘より)

10号墳客土堆積状況 14e(南東より)
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14号墳前方部411面葺石検出状況 (東より) 22号地下式横穴墓

22号墳張り出し部 (東 より) 22号墳張り出し部遺物出土状況

23号地下式横穴墓 22号墳前方部側面葺石検出状況 (北東より)



22d(22号墳)客土堆積状況

握 韓
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                  穂
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張 り出 し部、
地下式横 穴墓
(23号 )

22号墳周溝 ―壷形
埴輪、壺形土器 ?

張 り出し部周囲溝 ―

土師器 (壷、高郭、
小形丸底壷 )

前方部側面側周溝内に前
方部に接する溝に囲まれ
る張 り出し部を確認
前方部側面側の周溝外縁
で地下式横穴墓を確認

旧15号墳
周溝・消滅墳

15号墳に近接する消滅墳
を確認
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